原始佛教僧伽の統治法について by 佐藤, 密雄
五
四
原
始
佛
欷
信
伽
の
統
治
法
に
つ
い
て
佐
藤
密
雄
斷
り
書
き
此
の
一
篇
は
十
年
前
に
、
私
が
ω
・
d
9
け
氏
の
E
a
r
ly
B
u
d
d
h
ist
m
o
n
a
ch
ism
,
i9
a
q.,
L
o
n
d
o
n
.
を
讃
ん
だ
際
、
其
の
第
六
章
の
要
領
を
取
っ
て
私
見
を
加
へ
自
己
流
に
解
し
ノ
ー
ト
し
て
置
い
た
の
を
そ
の
ま
」
此
處
に
記
し
た
の
で
あ
る
。
早
急
を
要
し
て
、
原
文
に
っ
い
て
、
再
見
補
正
す
る
時
聞
な
く
、
從
っ
て
誤
解
少
な
き
こ
と
を
保
し
難
く
、
原
著
者
に
も
申
譯
が
な
い
次
第
で
あ
る
。
叉
更
に
後
牛
の
部
分
に
は
、
か
っ
て
雜
誌
「佛
教
學
徒
」
第
五
輯
に
執
筆
し
た
も
の
を
そ
の
ま
」
流
用
し
た
部
分
も
あ
り
記
し
て
許
容
を
得
た
い
Q
只
だ
本
學
報
の
性
質
上
學
生
諸
君
の
原
始
僣
團
の
理
解
に
多
少
の
役
立
つ
所
も
あ
る
べ
き
か
と
思
ひ
、
餘
白
を
埋
め
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
讀
者
諸
賢
の
1t�
承
を
得
た
く
、
同
時
に
補
正
教
示
を
得
る
こ
と
あ
ら
ば
整
外
の
喜
び
と
考
へ
る
次
第
で
あ
る
。
C
l
)
原
始
佛
教
僣
伽
の
統
治
法
が
、
律
藏
中
に
規
定
さ
れ
て
居
る
樣
な
成
全
さ
に
逹
す
る
迄
に
は
、
幾
つ
か
の
階
程
を
經
て
來
た
筈
で
あ
り
、
叉
是
等
の
律
法
組
織
は
、
恐
ら
く
は
、
佛
教
僣
伽
自
體
の
ノ
申
に
發
生
々
育
し
た
も
の
で
は
な
く
、
必
す
や
外
部
の
も
の
を
採
用
し
適
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
外
部
關
係
と
か
け
離
れ
た
孤
立
的
な
研
究
は
非
歴
皮
的
な
觀
察
に
陷
入
る
だ
け
で
あ
る
。
原
始
沙
門
生
活
の
一
般
背
影
は
、
出
來
得
る
な
ら
ば
、
其
の
組
織
の
發
生
を
發
見
す
る
爲
め
に
、
古
代
印
度
の
政
治
理
論
及
び
實
踐
と
結
び
つ
け
て
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
資
料
の
少
な
い
こ
と
は
此
の
方
面
の
研
究
に
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ
ツ
ブ
を
な
し
て
居
る
。
原
始
佛
歡
繪
伽
の
統
治
に
つ
い
て
の
主
要
點
は
其
の
共
和
的
な
教
會
支
配
で
あ
る
。若
し
、
此
れ
が
同
時
代
の
諸
沙
門
團
に
ど
れ
だ
け
共
通
の
も
の
で
あ
つ
た
か
導
確
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
佛
教
統
治
に
つ
い
て
の
よ
り
明
ら
か
な
見
識
を
與
へ
得
ら
る
玉
の
で
あ
る
。
紀
元
前
六
世
紀
の
諸
沙
門
團
の
僭
伽
(
san
g
h
a
)
若
し
く
は
衆
團
(g
a
v
a)
は
各
々
公
認
さ
れ
た
指
導
者
(
satth
�
師
)
を
持
つ
て
居
た
が
.
其
の
最
初
の
指
導
者
が
死
ん
だ
後
、
其
の
傳
統
相
績
が
必
す
績
い
た
か
、
或
ひ
は
何
か
他
の
機
關
が
存
在
す
る
樣
に
な
つ
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
此
れ
に
關
す
る
滿
足
な
解
明
は
現
在
以
上
の
資
料
の
な
い
限
り
不
可
能
で
あ
る
。
當
時
の
幾
つ
か
の
沙
門
團
教
義
に
つ
い
て
は
、
長
部
沙
門
果
經
(。・似
ヨ
9導
磐
冨
す
の暮
欝
嚇
∪
°冩
・
嵩
亠
q。
)
に
読
明
が
あ
り
、
又
其
の
中
の
活
命
派
(�
jiv
ik
a
)
に
つ
い
て
は
覺
音
(B
u
d
d
h
ago
sa
)
の
長
部
註
や
、
書
那
の
優
婆
塞
十
經
(U
v�
sag
ad
a
sa
o
)等
N
も
存
す
る
が
、
其
の
教
團
の
性
質
組
織
に
つ
い
て
は
何
等
知
り
得
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
耆
那
歡
に
つ
い
て
・も
同
樣
で
あ
る
が
、
唯
だ
然
し
、
其
の
尊
者
系
譜
に
於
け
る
聚
Cg
an
a
)
.
族
(k
u
la
)
・
枝
派
(
ω欝
冨
)
の
區
分
の
仕
方
は
原
始
耆
那
教
團
に
「
共
和
制
の
觀
念
」
が
行
は
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
示
し
て
居
る
點
で
重
要
で
あ
る
。
ヤ
コ
ビ
教
授
の
読
に
依
れ
ば
「
聚
は
一
人
の
師
か
ら
由
來
す
る
學
派
、
族
は
一
系
統
に
於
け
る
師
の
相
績
枝
派
は
一
人
の
師
か
ら
分
れ
た
系
統
」
(
ω
゜
切
。
国
゜
ja
in
a
su
tra
s,
p
t.
1,
p
.
2
8
8,
fo
otn
ote
2
°)
で
あ
つ
て
、
此
れ
に
封
し
て
佛
歡
々
團
組
織
に
は
、
律
藏
に
現
は
さ
れ
て
居
る
樣
に
、
支
配
的
主
權
の
欠
如
し
て
居
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
乂
な
る
。
例
へ
ば
、
耆
那
教
の
苦
行
者
に
關
す
る
規
則
(囚
9。同冨
・゚葺
螽
聖
原
始
佛
教
信
伽
の
統
治
法
に
つ
い
て
(佐
藤
)
行
經
第
八
)
に
は
「
奪
者
、
苦
行
者
大
雄
は
雨
期
の
一
月
と
十
二
夜
を
過
し
て
パ
ッ
ヂ
ユ
サ
ン
を
初
め
た
。
其
れ
と
同
じ
樣
に
聚
維
持
者
も
雨
期
の
一
月
と
十
二
夜
を
過
し
た
時
に
パ
ッ
ヂ
ユ
サ
ン
を
初
め
た
。
聚
維
持
者
の
な
し
た
る
如
く
聚
維
持
者
の
弟
子
逹
も
な
し
た
。
奪
者
逹
の
な
し
た
る
如
く
今
の
離
繋
沙
門
は
な
す
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
佛
教
の
律
藏
か
ら
は
此
れ
に
封
比
す
べ
き
文
句
を
引
出
づ
こ
と
は
出
來
な
い
9
後
に
は
形
式
的
に
其
れ
を
扱
っ
て
な
居
る
が
、
原
始
佛
教
に
あ
つ
て
は
、
師
の
傳
統
相
績
の
觀
念
は
明
確
に
排
除
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
コ
善
見
　
(sam
a
n
tap
�s�
dika
)
の
序
に
は
阿
閣
梨
傳
承
(倒8
麸
㌣
p
aram
p
ar
a)
と
し
て
優
波
離
(.q
℃
Ωρε
・
駄
寫
拘
(
D
�
sak
a)
・
須
那
迦
(S
on
ak
a)
・
悉
伽
,
,(S
igg
av
a
)
・
帝
須
(目
ω紹
)
を
列
擧
し
て
居
る
が
、
記
者
覺
音
の
用
ふ
る
意
味
の
阿
闍
梨
傳
承
は
律
藏
の
全
く
知
ら
な
い
所
で
あ
り
、
又
た
此
の
系
列
の
初
め
を
な
す
優
波
離
に
つ
い
て
は
、
原
始
佛
教
丈
書
の
何
處
に
も
、
僣
伽
の
律
師
と
し
て
の
如
何
な
る
永
久
的
な
公
的
地
位
を
も
占
め
る
も
の
と
は
し
て
居
ら
す
、
彼
れ
は
た
貸
第
一
結
集
の
律
誦
出
に
あ
た
つ
て
、
最
も
よ
く
律
を
學
ん
だ
持
律
者
と
し
て
選
ば
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
覺
音
の
阿
閣
梨
傳
承
(
此
れ
は
後
の
佛
教
丈
學
の
成
作
)
が
、
若
し
も
蓍
那
教
の
奪
者
系
譜
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
原
始
佛
五
五
五
六
教
に
は
な
い
も
の
で
、
五
世
紀
に
覺
音
の
創
作
せ
る
も
の
で
あ
る
。佛
滅
後
の
僣
伽
の
變
邁
を
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
が
「
君
主
政
治
か
ら
共
和
政
治
へ
」
と
巧
に
指
示
し
て
居
る
が
、
、此
の
佛
教
の
共
和
政
治
的
な
統
治
觀
念
は
耆
那
教
に
も
印
度
教
に
も
見
出
し
難
い
獨
特
な
も
の
で
あ
る
。
然
し
佛
陀
の
傳
統
相
績
に
つ
い
て
原
始
佛
教
丈
書
が
沈
默
し
て
居
る
譯
で
は
な
く
、
律
藏
小
品
(
C
u
llav
agg
a
,
<
員
。℃
じ
に
は
提
婆
達
多
(D
ev
ad
a
tta
)
が
佛
陀
に
封
し
て
「
世
尊
は
老
年
に
な
り
生
涯
の
終
り
が
近
づ
い
た
か
ら
僣
伽
支
配
の
地
位
を
私
に
ゆ
つ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
提
議
し
て
居
る
。
此
れ
に
羯
す
る
佛
陀
の
答
へ
は
「
舍
利
弗
や
目
腱
蓮
に
す
ら
ゆ
づ
ら
な
か
つ
た
地
位
を
ば
、
ま
し
て
提
婆
逹
多
の
如
き
悪
人
に
は
ゆ
づ
ら
な
い
」
と
言
ふ
の
で
あ
つ
た
。
今
一
つ
は
大
般
湟
槃
經
(日
曁
9
9
7
in
ibb
　n
a
su
tta
)
に
あ
る
も
の
で
、
佛
陀
の
入
滅
前
に
阿
難
が
「
佛
陀
は
入
滅
に
先
だ
つ
て
何
か
僭
伽
に
對
す
る
教
を
殘
す
で
あ
ら
う
」
と
言
つ
た
に
樹
し
、
佛
陀
は
「
汝
自
身
を
自
燈
明
と
し
法
を
法
燈
明
と
し
て
、
何
物
に
も
依
ら
す
、
自
燈
明
法
燈
明
に
依
る
べ
き
」
を
述
べ
、
更
に
「
如
來
は
僭
伽
を
指
導
す
べ
き
で
あ
る
と
は
思
は
な
い
。
又
僭
伽
は
如
來
に
依
つ
て
居
る
と
も
思
は
な
い
」
と
言
ひ
、「
私
が
汝
等
全
體
に
樹
し
て
制
し
與
へ
た
る
法
と
律
と
は
私
の
滅
後
の
汝
等
の
大
師
で
あ
る
L
と
告
げ
て
居
る
。
此
の
二
つ
の
話
は
、「
君
主
政
治
か
ら
共
和
政
治
へ
」
の
反
證
と
な
る
も
の
で
、大
般
湟
槃
經
の
読
は
、
佛
滅
後
の
僭
伽
が
共
和
的
統
治
型
態
を
な
す
に
至
り
、
そ
の
根
據
を
佛
陀
に
歸
せ
し
め
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
此
の
こ
と
を
裏
書
す
る
論
を
な
す
も
の
と
し
て
、
中
部
の
瞿
默
目
蓮
經
(G
o
p
ak
a
-M
o
gg
all'an
a
S
u
tta
n
ta
)
の
読
話
は
興
味
が
多
い
。
佛
滅
後
王
舍
城
の
大
臣
雨
勢
が
阿
難
に
、
「
佛
陀
は
死
ぬ
前
に
其
の
後
繼
者
た
る
も
の
を
指
定
し
た
か
」
、
「
其
の
後
誰
れ
か
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
推
擧
さ
れ
な
か
つ
た
か
」
、
コ
教
團
の
統
牽
者
な
く
し
て
如
何
に
し
て
滅
後
の
弟
子
逹
の
結
合
が
あ
る
か
L
を
順
次
に
質
問
し
た
が
、
阿
難
は
そ
の
す
べ
て
を
否
定
し
て
「
我
々
に
庇
護
者
は
要
ら
な
い
。
波
羅
門
よ
、
我
々
は
庇
護
者
と
し
て
法
を
持
つ
て
居
る
」
と
答
へ
て
居
る
。
明
ら
か
に
局
外
者
に
取
つ
て
は
佛
教
の
共
和
政
治
的
體
制
は
不
可
思
議
の
こ
と
で
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
(
二
)
四
方
比
丘
僭
伽
が
相
異
つ
た
住
處
(
a.v
�s
a
)
に
属
す
る
幾
つ
も
の
歡
團
に
分
裂
し
た
時
に
於
い
て
も
共
和
的
觀
念
は
依
然
と
し
て
(
或
ひ
は
よ
り
嚴
重
に
)保
た
れ
、
「
僭
院
長
よ
」
に
答
へ
る
も
の
は
原
始
佛
教
僭
伽
に
は
誰
れ
も
居
ら
す
、
か
玉
る
地
位
を
望
む
も
の
は
痴
人
と
し
て
非
難
さ
れ
て
居
Ĉa
(
D
h
a
m
m
a
p
a
d
a
,
B
�
la
v
a
gQ
σ艶
自。
や
鵠
)。
叉
僭
伽
で
種
々
の
行
事
を
な
す
時
-
裁
判
詮
議
其
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
ー
は
有
學
有
徳
の
人
が
主
宰
者
に
選
ば
る
乂
の
で
あ
る
が
、
其
の
性
質
は
「
命
を
受
く
れ
ば
櫓
伽
の
命
.じ
た
所
を
行
ぴ
、
此
れ
を
な
す
の
は
私
で
あ
る
と
考
へ
な
い
」
も
の
で
あ
　
　
(
M
a
k
�
v
a
g
g
a
,
X
,
6
,
3
.)
°
支
配
的
最
高
權
威
者
の
考
へ
ー
鄒
ち
公
認
統
領
、
精
神
的
指
導
者
、
修
道
院
長
、
若
し
く
は
教
團
維
持
者
1
は
原
始
佛
教
曾
伽
に
は
全
く
縁
遠
き
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
此
の
原
始
佛
教
の
共
和
的
統
治
は
佛
教
が
早
く
も
勢
力
を
得
た
北
東
印
度
の
多
く
の
種
族
の
政
治
組
織
で
あ
つ
た
事
は
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
S
(R
h
ys
D
av
id
s,
B
u
d
d
h
ist
In
d
ia,
p
.
2,
&
p
p
.
19
,
2
2
.)
當
時
の
人
々
は
投
票
や
委
員
會
、
民
衆
法
廷
や
集
會
立
法
権
の
如
き
自
由
制
度
に
親
み
熟
知
し
て
居
た
故
に
、
此
れ
が
佛
教
に
移
植
さ
れ
た
と
見
て
も
不
思
議
は
存
し
な
い
。
原
始
曾
伽
の
佳
處
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
都
市
國
家
の
如
き
も
め
で
、
佛
教
の
民
主
的
共
和
政
治
領
域
で
あ
つ
た
。
統
治
は
普
遍
的
選
擧
權
に
根
據
し
て
居
り
、
す
べ
て
の
當
然
に
資
格
を
有
す
る
團
員
は
、
其
れ
に
參
與
す
る
同
等
の
檬
利
を
持
つ
て
居
り
"
僣
伽
に
原
始
佛
一教
僭
伽
の
統
治
法
に
つ
い
て
(佐
藤
)
關
す
る
如
何
な
る
行
事
で
も
、
其
れ
が
如
何
な
る
方
法
で
な
さ
れ
て
も
、
す
べ
て
は
僭
伽
羯
磨
(S
a
ng
h
a
k
am
m
a
)
.　
ち
全
僭
伽
の
ド
決
議
行
動
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
僣
伽
羯
磨
を
な
す
に
は
必
す
全
僣
伽
員
の
會
同
が
必
要
と
せ
ら
る
玉
も
の
で
、
若
し
誰
れ
か
其
の
會
同
に
加
は
ら
な
い
人
が
あ
る
と
す
れ
ば
其
の
人
は
佳
處
の
界
區
の
外
へ
出
て
止
ま
つ
て
居
る
の
か
或
ひ
は
代
理
入
(C
h
an
d
a)
と
呼
ば
る
曳
他
の
出
席
者
を
通
じ
て
、
其
の
僣
伽
羯
磨
に
自
己
の
同
意
が
申
邊
ら
ね
ば
な
ら
な
い
(病
氣
等
の
場
合
=
M
ah
�
va
gg
a
I
,
23
-
5
.)
の
で
あ
る
。
全
員
の
完
全
な
出
席
會
同
が
主
張
さ
る
玉
こ
と
は
、
大
般
涅
槃
經
が
、
「
僭
伽
の
墮
落
防
護
の
一
つ
は
僭
伽
羯
磨
の
完
全
出
席
で
あ
る
」
と
す
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
r(a(
M
ah
�
p
arin
ib
b
�
n
a
S
u
tta,n
ta,
1,
①
)゚
。
此
の
僭
伽
羯
磨
の
成
立
及
び
行
事
途
行
の
成
立
す
る
場
合
は
ω
四
人
僭
伽
i
受
戒
・
自
恣
・
出
罪
以
外
の
す
べ
て
の
行
事
を
な
し
得
。
②
五
人
…
…
九
人
僭
伽
-
中
國
の
受
戒
と
出
罪
を
除
く
一
切
行
事
(漫
境
で
は
五
人
僣
伽
で
も
受
戒
行
事
の
執
行
が
許
容
さ
れ
て
居
る
‐
M
ah
�
va
gg
a,
V
,
13
,
12
.)°
、
㈹
十
人
…
一:
十
九
人
僣
伽
i
出
罪
以
外
の
一
切
行
事
。
㈲
二
十
人
以
上
僣
伽
-
一
切
行
事
。
五
七
五
八
此
處
に
四
・
五
・十
・
廿
人
僣
伽
と
言
ふ
の
は
定
員
の
最
少
數
で
會
同
成
立
の
委
員
數
で
は
な
い
。
例
へ
ば
、
三
入
し
か
居
な
い
僭
伽
で
は
、
他
の
界
區
の
比
近
が
轉
じ
來
つ
て
定
員
を
形
成
す
る
樣
に
助
け
な
く
て
は
僭
伽
羯
磨
は
成
立
し
な
い
。
更
に
七
人
の
信
伽
の
場
合
を
考
へ
る
に
、
七
人
全
部
が
出
席
す
れ
ば
②
の
場
合
の
行
事
執
行
は
出
來
る
が
、
其
の
中
の
四
人
を
委
員
と
し
て
ω
の
場
合
の
僣
伽
羯
磨
は
成
立
出
來
な
い
。
唯
一
の
例
外
的
な
も
の
と
し
て
委
員
制
度
は
有
る
が
、
此
れ
は
後
に
述
べ
る
如
く
全
く
外
の
場
合
の
手
績
で
あ
る
。
僣
伽
羯
磨
に
會
同
す
る
ご
と
は
義
務
で
あ
り
權
利
で
あ
り
、
此
れ
は
正
式
僭
伽
員
即
ち
受
戒
の
比
丘
す
べ
て
に
保
有
せ
ら
る
玉
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
此
の
入
汝
に
も
廿
四
の
歓
格
條
項
が
あ
つ
て
(
M
a
h
�
va
gQg
a,
IX
,
4
,
2
)
此
れ
に
觸
れ
た
も
の
は
僣
伽
羯
磨
構
成
の
員
數
に
は
數
へ
ら
れ
す
出
席
出
來
な
い
。
廿
四
の
缺
格
條
項
の
第
二
十
一
と
第
二
十
二
に
(
一
)住
處
の
界
區
外
の
居
佳
者
と
(
二
)他
の
住
處
に
所
屬
す
る
も
の
と
は
缺
格
者
乏
さ
れ
て
居
る
が
、
安
居
住
處
の
場
合
だ
け
は
、
あ
る
比
丘
の
摩
那
捶
や
出
罪
を
認
め
る
場
合
に
ー
ー
こ
れ
は
二
十
人
以
上
を
必
要
と
す
る
1
入
數
が
不
足
し
て
居
る
な
ら
ば
、
外
か
ら
人
を
招
い
て
定
員
を
整
へ
得
る
例
外
を
認
め
て
居
る
(冒
9訂
螽
σqσq
P
H月
ρ
㊤
。)。
此
れ
は
、
皮
的
發
達
の
上
か
ら
は
例
外
が
先
き
に
あ
り
、
廿
四
條
項
が
整
つ
た
の
は
後
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
此
の
法
缸
發
逹
に
階
程
の
あ
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
叉
た
僣
一伽
が
次
第
に
佳
處
を
中
心
に
、
排
他
分
立
し
行
つ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
(
三
)
僭
伽
の
行
事
に
關
す
る
決
議
決
定
、
印
ち
僭
伽
羯
磨
の
形
式
は
白
文
(H
atti)
と
羯
磨
読
(
訂
目
ヨ
9<
似
op
)
の
二
部
分
か
ら
な
り
、
前
者
か
ら
後
者
に
移
る
の
で
、
此
れ
を
轉
倒
す
る
ど
無
效
と
な
る
(M
ah
�v
ag
ga
IX
3,
2
-9
)°
白
文
は
決
議
丈
で
羯
磨
読
は
そ
れ
に
樹
す
賛
否
を
問
ふ
提
議
提
唱
で
あ
る
。
從
つ
て
此
の
形
式
は
、
全
體
出
席
を
待
つ
て
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
決
議
(
白
丈
)
を
讀
み
上
げ
て
議
題
と
し
、
つ
貸
い
て
白
文
に
つ
い
て
賛
否
を
問
ふ
(
羯
磨
論
)
の
で
あ
る
。
羯
磨
読
は
白
文
の
内
容
を
繰
返
し
て
「
是
れ
を
認
め
る
も
の
は
默
せ
よ
、
認
め
ざ
る
も
の
は
言
へ
」
と
提
唱
す
る
の
で
あ
つ
て
、
全
員
沈
默
せ
ば
通
過
決
定
と
な
る
。
白
丈
と
羯
磨
読
と
が
一
回
づ
ダ
言
は
れ
る
の
が
白
1
1羯
磨
(N
attidu
tiy
a
k
am
m
a
)
で
羯
磨
読
が
三
度
繰
返
さ
る
玉
の
が
白
四
羯
磨
(
髫
舞
鉱
-
c
atu
tth
a
k
a
m
m
a
)
で
、
事
件
の
性
質
種
類
に
つ
い
て
白
こ
と
白
四
何
れ
に
依
る
べ
き
か
は
決
定
さ
れ
て
居
り
、
此
れ
を
誤
つ
て
も
決
議
は
無
效
と
な
る
。
以
上
を
括
め
て
僭
伽
羯
磨
成
立
要
件
順
序
を
示
せ
ば
左
の
如
く
な
る
。
(
一
)
羯
磨
を
な
す
資
格
あ
り
、
出
席
し
得
る
も
の
玉
全
員
出
席
に
依
り
、
然
も
法
定
數
を
滿
足
せ
し
め
る
こ
と
、
此
の
こ
と
は
出
席
せ
ざ
る
も
の
に
事
後
承
諾
を
求
め
て
も
、
其
の
決
定
が
無
效
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
此
の
無
效
の
場
合
に
は
有
名
な
毘
舍
離
結
集
の
十
事
非
法
の
第
五
の
如
き
も
の
が
あ
r(a(
C
u
llav
ag
ga
,
X
II,
1,
10)
°
(
二
)
全
缺
席
者
の
賛
意
は
代
理
人
に
依
つ
て
通
達
さ
れ
て
居
る
こ
と
。
(
三
)
白
文
の
提
出
。
(
四
)
白
二
若
し
く
は
白
四
羯
磨
た
る
に
應
じ
て
一
度
叉
は
三
度
の
羯
磨
読
の
提
唱
。
-
(
五
)出
席
者
の
默
認
に
依
る
決
定
。
若
し
異
論
が
出
つ
れ
ば
諍
事
と
し
て
後
に
読
明
つ
る
手
績
へ
廻
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
(M
ah
�
va
gg
a
IX
,
3,
9
.)
°
以
上
の
要
件
が
整
は
な
か
つ
た
な
ら
ば
其
の
僭
伽
羯
磨
は
無
效
と
な
り
、
此
の
無
效
と
な
つ
た
場
合
は
後
に
読
明
す
る
義
務
諍
事
原
始
佛
教
僣
伽
の
統
治
法
に
つ
い
て
(佐
藤
)
法
に
依
つ
て
論
議
さ
れ
て
、
再
び
薪
た
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
、
正
式
に
有
效
に
成
立
し
た
決
定
を
問
題
に
す
る
は
波
逸
提
(
P
�citty
a,
n
o
.
6
3
)
の
罪
に
問
は
れ
る
。
(
四
)
僭
伽
羯
磨
は
二
つ
の
場
合
に
依
つ
て
、
印
ち
(
一
)
一
般
的
要
求
と
(
二
)
諍
論
と
の
い
つ
れ
か
に
依
つ
て
開
か
れ
る
。
非
懲
戒
的
な
僭
伽
羯
磨
は
(
一
)
の
場
合
に
發
生
す
る
も
の
で
、
全
僭
伽
の
意
見
が
賛
成
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
型
通
り
に
白
丈
・
羯
磨
読
・
默
認
・
決
定
と
な
る
が
、
意
見
の
對
立
が
生
す
れ
ば
第
二
の
場
合
と
な
る
。
叉
懲
戒
的
處
分
は
、
一
人
叉
は
數
人
の
比
丘
に
樹
し
て
餘
の
比
丘
が
處
分
を
行
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
第
二
の
場
合
に
屬
す
る
。
第
二
の
場
合
の
型
式
手
績
は
次
の
樣
な
順
序
で
な
さ
れ
る
。
1
論
爭
(豫
審
)
i
(
a
)
告
訴
と
否
認
若
し
く
は
(
b
)罪
の
告
白
若
し
く
は
(
c
)異
見
の
樹
立
((
a
)
の
否
認
が
不
正
事
件
に
關
す
る
僞
の
否
認
で
あ
れ
ば
除
却
羯
磨
を
受
け
る
罪
を
構
成
す
る
。
)
∬
處
分
(
正
式
裁
判
)
1
(
a
)
白
丈
(
b
)羯
磨
読
、
(
c
)白
文
羯
磨
読
共
に
滅
諍
法
に
依
る
。
五
九
皿
」僭
伽
の
決
定
(
判
決
)
非
懲
戒
的
な
僣
伽
羯
磨
で
は
ー
が
な
く
、
∬
は
(
c
)
に
依
ら
す
し
て
白
文
を
扱
ふ
の
で
あ
る
。
懲
戒
的
な
諍
論
の
場
合
は
此
の
全
部
の
過
程
を
經
る
の
で
あ
り
、
此
の
三
段
の
過
程
は
實
際
に
は
極
め
て
複
雜
で
あ
る
。
(
五
)
論
爭
さ
る
玉
主
題
印
ち
事
件
が
諍
事
(a
d
h
ik
a
ra
n
a)
と
言
は
れ
る
が
、
此
れ
は
四
種
に
大
別
さ
れ
る
。
(
A
)
爭
論
諍
事
(
V
iv�
鼠
d
h
ik
a
ran
a)
‐
教
義
、
禁
戒
、
佛
陀
の
教
・
修
・
制
・
罰
罪
に
つ
い
て
の
見
解
の
相
違
で
あ
る
。
第
二
結
集
の
十
事
非
法
問
題
は
此
の
種
の
事
件
で
あ
る
。
(
B
)
誹
難
諍
事
(
A
n
u
v
�
d
�
d
h
ik
a
r
a
n
a
)
i
或
る
比
丘
の
意
見
・
行
爲
・
性
質
生
活
樣
式
等
に
關
す
る
誹
難
に
樹
す
る
告
發
爭
論
で
あ
る
。
但
し
親
切
か
ら
發
し
た
誹
難
の
場
合
は
除
外
さ
れ
る
。
(
C
)
罪
過
諍
事
(
詞
娼
暮
箭
α
プ
涛
霞
選
①
)1
ー
律
藏
に
罪
過
と
し
て
規
定
す
る
五
扁
七
聚
禁
律
を
犯
し
た
と
し
て
比
丘
が
告
發
さ
れ
た
場
合
の
も
の
で
あ
る
。(
五
扁
七
聚
に
相
當
し
な
い
罪
過
の
場
合
は
誹
難
諍
事
と
し
て
扱
は
れ
る
。)
六
〇
(
D
)
義
務
諍
事
(
内
幽o
o
91
Ω
げ
涛
9
騫
眉
四
)
1
僣
一伽
羯
磨
、
其
の
他
諸
般
の
事
柄
が
合
法
な
り
や
否
や
に
關
す
る
諍
事
で
あ
る
。
以
上
四
種
諍
事
の
實
例
を
求
め
る
な
ら
ば
、
(
A
)
に
關
す
る
も
の
で
は
、
有
名
な
第
二
結
集
の
十
事
問
題
で
、「
比
丘
が
金
錢
を
受
け
る
は
律
違
犯
か
合
法
か
」
の
論
爭
が
あ
る
。
(
B
)
に
關
し
て
は
同
じ
く
第
二
結
集
の
時
に
伐
地
子
比
丘
達
が
相
手
の
耶
舍
比
丘
を
ば
俗
人
を
そ
玉
の
か
し
た
と
し
て
誹
難
し
た
事
件
が
あ
り
、
(
C
)
に
關
す
る
も
の
で
は
王
舍
城
佳
處
で
起
つ
た
所
の
惡
比
丘
尼
メ
ツ
テ
イ
ヤ
ー
が
「
グ
ツ
バ
比
丘
は
私
に
律
違
犯
の
行
ぴ
を
な
し
た
」
と
公
言
せ
る
如
き
事
件
が
あ
り
(C
u
lla
va
g
g
a,
IV
,
4
,
8
)°
(
A
)
に
關
す
る
も
の
で
は
第
二
結
集
で
伐
地
子
比
丘
逹
が
耶
舍
を
除
名
處
分
に
し
た
が
、
此
れ
は
全
員
出
席
の
條
件
が
缺
け
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
非
合
法
性
は
當
然
義
務
諍
事
で
明
に
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
(
六
)
以
上
四
種
の
事
件
が
、
法
廷
と
も
言
ふ
べ
き
全
僣
伽
の
出
席
せ
る
僭
伽
羯
磨
の
席
上
に
提
出
さ
れ
裁
剿
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
非
懲
戒
的
・
非
誹
難
的
事
件
は
白
文
(
決
定
丈
)
が
直
ち
に
此
の
席
上
に
提
出
採
否
が
決
せ
ら
れ
る
が
、
懲
戒
的
・
誹
難
的
な
櫓
伽
羯
磨
の
場
合
は
、
判
決
∵文
た
る
白
丈
-
有
罪
か
無
罪
か
い
つ
れ
に
.し
て
も
ー
を
作
成
す
る
爲
め
の
、
訊
問
に
被
告
者
は
從
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
白
丈
に
な
る
樣
に
訊
問
の
結
果
が
得
ら
る
玉
と
滅
諍
法
に
依
つ
て
扱
は
れ
る
。
滅
諍
法
に
は
現
前
毘
尼
・
憶
念
毘
尼
・
自
言
治
法
・
不
癡
毘
尼
・
多
數
覓
罪
相
法
・
覓
罪
相
法
・
草
覆
地
法
の
七
種
が
あ
つ
て
、
七
滅
諍
法
と
言
は
れ
る
。
(
A
)
現
前
毘
尼
(ω
餌
営
日
島
プ
9<
汐
超
p
)1
此
れ
は
、
事
件
關
係
者
(
原
告
・
被
告
)
・
僣
伽
員
・
手
綾
上
の
律
制
・
事
件
關
係
法
の
出
席
完
備
で
、
四
種
の
諍
事
す
べ
て
の
處
分
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
o
1
c論
諍
事
の
一
部
及
び
義
務
諍
事
の
全
體
は
此
の
現
前
毘
尼
だ
け
で
決
定
さ
れ
る
。
現
前
毘
尼
に
は
二
つ
の
例
外
的
型
式
が
あ
る
。
一
つ
は
事
件
の
處
理
を
他
佳
處
に
屬
す
る
審
判
者
に
委
ね
る
場
合
で
、
此
れ
は
問
題
を
決
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
場
合
に
は
審
判
者
に
依
つ
て
事
件
は
返
還
さ
れ
る
。
今
一
つ
は
、
同
佳
處
の
比
丘
の
委
員
を
選
ん
で
此
れ
に
事
件
を
委
ね
る
場
合
で
あ
る
。
印
ち
事
件
に
關
す
る
異
論
に
依
つ
て
行
事
の
進
行
が
混
亂
に
陷
入
り
出
席
者
全
員
で
は
決
定
出
來
難
く
・な
つ
た
場
合
に
委
員
(
U
b
b
�h
ik
a
)
を
選
ぶ
の
で
あ
る
i
選
出
は
す
べ
て
の
役
員
選
出
と
同
樣
に
白
丈
・
羯
磨
読
で
な
さ
れ
る
。
委
員
が
委
任
さ
れ
た
事
件
を
途
行
す
る
方
法
規
定
は
存
原
始
佛
教
僣
伽
の
統
治
法
に
つ
い
て
(
佐
藤
)
し
な
い
が
、
此
の
方
法
の
唯
一
の
實
例
た
る
第
二
結
集
で
は
、
事
件
の
委
員
付
託
を
決
議
し
、
兩
派
同
數
の
委
員
を
選
擧
し
、
委
員
會
は
甲
派
よ
り
委
員
長
を
乙
派
よ
り
委
員
長
秘
書
を
出
し
、
秘
書
が
事
件
を
整
理
し
て
委
員
長
が
此
れ
を
委
員
會
に
計
り
、
委
員
會
で
決
定
し
た
案
を
ば
僣
伽
全
體
の
大
會
に
於
い
て
、
委
員
長
が
議
長
と
な
り
、
委
員
會
で
計
つ
た
と
同
樣
な
方
法
で
全
體
に
+t�
1'て
決
定
し
て
Ifs
r(a(C
u
lla
va
gg
a,
X
II.
2
,
8
.)
°
(
B
)憶
念
毘
尼
(OQ
巴
く
旨
9届
)1
或
る
比
丘
が
無
實
の
罪
で
訴
へ
ら
れ
た
時
に
、
其
の
嫌
疑
の
否
定
を
求
め
る
爲
め
に
用
ひ
ら
る
玉
も
の
で
、
是
れ
は
(
一
)
取
淌
し
を
求
む
る
人
が
清
淨
潔
白
で
あ
り
(
二
)
無
實
の
告
訴
が
あ
り
、
(
三
)
是
れ
に
つ
璽
い
て
憶
念
毘
尼
法
に
依
る
取
滄
要
求
の
あ
つ
た
時
、
(
四
)僭
伽
は
必
す
受
諾
し
て
、
(
五
)
如
法
に
行
は
る
玉
も
の
で
あ
り
、
行
事
は
取
浩
要
求
の
言
葉
を
白
丈
と
し
て
型
の
如
く
僣
伽
羝
磨
が
行
は
る
玉
の
で
あ
る
。
(C
)自
1≫u治
法
(
p
a
tin
n
a
ta
k
ara
n
a
)
-
是
れ
は
或
る
比
丘
が
輕
罪
(
波
羅
夷
・
僣
殘
以
外
)
を
犯
し
た
時
に
告
白
赦
冤
を
求
む
る
方
法
で
あ
つ
て
、
是
れ
は
必
す
し
も
僣
伽
羯
磨
の
型
式
を
踏
む
必
要
は
な
く
、
犯
罪
者
が
他
の
一
人
又
は
數
人
の
比
丘
の
前
に
行
き
告
白
赦
冤
を
求
め
れ
ば
良
く
、
然
ら
ざ
れ
ば
僭
伽
に
告
白
赦
冤
の
白
文
を
提
出
し
て
型
の
如
く
僭
伽
羯
磨
を
行
ぴ
、
僭
伽
か
ら
注
意
六
回
さ
れ
て
赦
冤
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
(
D
)不
癡
毘
尼
(A
m
u
lh
avin
a
ya
)
‐
或
る
比
丘
が
精
神
錯
亂
中
に
犯
し
た
罪
に
つ
い
て
、
告
訴
又
は
誹
難
さ
れ
た
場
合
に
、
精
神
錯
亂
中
の
行
爲
は
す
べ
て
罪
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
無
罪
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
訴
へ
ら
れ
た
比
丘
が
全
部
を
告
自
し
て
、
告
訴
さ
れ
て
居
る
部
分
だ
け
記
憶
が
な
い
場
合
か
、
若
し
く
は
今
倚
ほ
精
神
錯
亂
を
つ
貸
け
て
居
る
場
合
に
成
立
し
得
る
も
の
で
手
績
は
憶
念
毘
尼
に
等
し
い
。
(
E
)
多
數
覓
罪
相
法
(
く
①σ
げ
ξ
巻
ω涛
脚
)1
此
れ
は
爭
論
諍
事
が
現
前
毘
尼
法
だ
け
で
決
定
出
來
な
い
(滿
場
一
致
の
決
定
が
得
ら
れ
な
い
)
時
に
の
み
行
ふ
多
數
決
の
方
法
で
あ
る
。
此
の
方
法
を
用
ふ
る
に
立
至
つ
た
場
合
に
は
、
投
籌
帥
ち
投
票
に
依
つ
て
多
數
決
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
此
の
投
票
は
、
多
數
者
の
投
票
が
必
す
聖
法
の
正
義
に
味
方
す
る
樣
に
仕
組
ま
れ
て
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
る
べ
き
點
で
あ
る
。
先
づ
最
初
に
投
票
執
行
者
な
る
行
舍
羅
人
(
集
籌
者
)
を
選
擧
す
る
。
愛
恚
怖
痴
を
離
脱
し
、
投
票
の
正
し
き
行
不
行
を
熟
知
す
る
人
を
白
二
羯
磨
の
形
式
で
選
出
す
る
。
此
の
行
舍
羅
人
に
投
票
の
執
行
廢
棄
の
絶
謝
權
を
與
へ
、
票
は
此
の
人
が
自
ら
投
票
人
に
手
交
し
て
投
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。
六
二
投
票
に
は
覆
藏
法
、
露
顯
法
、
耳
語
法
の
三
種
が
あ
つ
て
、
露
顯
法
と
は
公
開
投
票
で
、
行
舍
羅
入
が
投
票
者
に
顯
は
に
籌
を
與
へ
、
そ
の
時
に
誰
れ
に
も
聞
き
得
る
態
度
で
賛
否
の
表
示
の
仕
方
を
歡
へ
、
投
票
者
も
自
己
の
賛
否
を
強
い
て
見
せ
る
の
庵
は
な
い
が
他
人
に
顯
は
に
解
る
態
度
で
投
籌
す
る
の
で
あ
る
。
覆
藏
法
は
秘
密
投
票
で
、
各
自
匠
籌
を
與
へ
る
時
に
各
自
の
賛
否
を
人
に
知
ら
れ
な
い
樣
に
投
籌
す
べ
き
こ
と
を
求
め
る
の
で
、
耳
語
法
は
こ
れ
よ
り
も
更
に
進
ん
で
、
行
舍
羅
人
が
各
投
票
者
の
間
を
廻
つ
て
耳
に
私
い
て
投
票
の
仕
方
を
教
へ
る
秘
密
投
票
法
で
あ
る
。
そ
し
て
投
票
者
が
次
の
十
箇
條
の
い
つ
れ
か
に
該
當
す
る
場
合
は
不
成
立
と
な
る
。
も
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
(
A
)諍
ひ
の
是
非
を
知
ら
す
正
義
の
側
の
籌
を
取
ら
す
。
(
B
)善
友
と
共
に
籌
を
取
ら
す
。
(
C
)非
法
者
多
か
ら
し
め
ん
と
し
て
籌
を
取
る
。
(
D
)非
法
者
多
し
と
友
を
誘
ふ
て
籌
を
取
る
。
(
E
)衆
僭
を
破
ら
ん
と
し
て
籌
を
取
る
。
(
F
)
非
法
の
籌
を
取
る
。
(G
)衆
僭
の
破
す
べ
き
を
知
り
て
籌
を
取
る
。
(
H
)別
衆
籌
を
取
る
o
(
1
)
小
犯
を
以
つ
て
の
故
に
籌
を
取
る
。
(
-
)
所
見
の
如
く
な
ら
す
し
て
籌
を
取
る
。
律
藏
の
註
に
依
れ
ば
露
顯
法
は
適
法
に
投
票
が
進
行
す
る
時
に
行
は
れ
、
覆
藏
法
は
権
勢
あ
る
非
法
者
が
居
る
時
に
、
耳
語
法
は
無
知
者
の
多
い
時
に
行
は
る
玉
も
の
と
せ
ら
れ
る
。
此
の
申
露
顯
法
は
必
す
正
義
の
勝
な
る
こ
と
を
豫
想
し
で
居
る
も
の
で
あ
る
。
秘
密
投
票
は
、
不
正
義
派
の
勝
と
な
つ
た
時
は
、
行
舍
羅
人
は
廢
棄
の
權
利
に
依
つ
て
こ
れ
を
三
度
迄
仕
直
す
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
三
度
迄
や
り
直
し
を
行
つ
て
も
樹
ほ
正
義
派
の
負
で
あ
る
場
合
に
も
是
を
認
め
す
し
て
、
行
舍
羅
人
は
宣
告
し
て
「
今
日
は
不
詳
な
り
。
明
日
又
た
行
ふ
」
と
て
、
正
義
派
の
勝
に
な
る
迄
繰
返
し
て
行
ふ
爲
に
、
次
の
日
に
延
長
し
て
行
ぴ
得
る
の
で
あ
る
9
耳
語
法
に
至
つ
て
は
、
或
る
人
が
不
正
者
に
投
票
す
る
と
思
は
る
N
時
は
、
行
舍
羅
人
は
其
の
者
に
私
い
て
「
大
徳
よ
、
大
徳
は
大
人
で
あ
り
長
老
で
あ
る
。
か
瓦
る
こ
と
は
大
徳
の
な
す
べ
き
こ
と
に
非
す
。
正
義
の
籌
は
他
の
方
で
あ
る
」
と
私
き
、
更
に
付
加
へ
て
「
余
人
に
此
の
耳
語
を
告
ぐ
る
勿
れ
」
と
耳
語
す
る
の
で
あ
る
若
し
其
の
耳
語
さ
れ
た
人
が
既
に
不
正
義
派
に
投
票
を
絡
つ
た
後
で
あ
つ
て
も
、
然
も
其
の
人
が
正
義
に
味
方
し
て
も
よ
ろ
し
い
と
言
へ
ば
、
行
舍
羅
人
は
投
籠
を
仕
直
さ
す
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
此
れ
は
自
由
主
義
的
形
式
の
下
に
有
徳
の
行
舍
羅
人
の
正
義
原
始
佛
教
僭
伽
の
統
治
法
に
つ
い
て
(佐
藤
)
と
す
る
方
向
に
決
議
を
導
く
樣
な
仕
組
に
な
つ
て
居
り
、
憲
政
々
治
の
議
會
に
行
は
る
、
解
散
停
會
等
の
幼
稚
な
原
始
的
方
法
で
も
あ
る
。
(
F
)曾
凋罪
相
法
(T
assa-p
�
p
iy
y
a
sik
�
)
‐
是
れ
'と
次
の
草
覆
地
法
と
は
、
僭
伽
羯
磨
の
進
行
中
に
於
い
て
生
じ
た
事
件
に
つ
い
て
適
用
せ
ら
る
製
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
罪
あ
る
比
丘
の
罪
に
つ
い
て
訊
問
の
場
合
、
告
白
の
前
後
が
不
一
致
で
あ
つ
た
り
、
間
違
ぴ
を
言
ひ
張
つ
た
り
、
僞
證
し
た
り
す
る
時
に
、
誤
り
を
難
じ
で
此
の
法
に
依
つ
て
處
罰
す
る
も
の
で
、
誹
難
諍
事
罪
過
霄
事
に
屬
す
る
種
類
で
、
た
野
行
事
進
行
中
に
起
る
點
が
特
徴
あ
る
と
言
へ
る
此
れ
は
告
白
を
條
件
と
し
て
自
四
羯
磨
で
行
は
れ
る
。
(
」
)
草
覆
地
法
'(
T
in
a-v
itth
�ra
k
a)
‐
此
れ
も
行
事
進
行
中
に
生
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
れ
は
行
事
の
進
行
中
に
色
々
な
不
服
が
生
じ
て
來
る
結
果
と
し
て
、
出
席
者
の
中
に
口
論
・
爭
論
が
起
へつ
た
場
合
に
、
互
に
其
の
誤
れ
る
を
自
覺
し
た
時
に
適
用
す
る
も
の
で
、
爭
ふ
各
組
か
ら
代
表
者
を
出
し
、
告
白
の
形
の
白
文
を
作
り
、
赦
冕
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
此
れ
は
教
團
の
恥
に
な
る
爭
ぴ
を
外
に
出
さ
す
草
で
地
を
覆
ふ
如
く
に
内
部
解
㎝決
を
計
る
も
の
で
、
示
談
に
類
す
る
も
の
と
言
へ
る
。
然
し
重
大
な
事
件
や
在
家
に
關
係
し
た
事
件
に
は
適
用
出
來
な
い
。
六
三
以
上
七
種
の
滅
諍
法
と
此
れ
に
依
つ
て
處
理
さ
れ
る
四
種
の
諍
事
と
の
關
係
は
左
の
如
く
で
あ
る
。
爭
論
諍
事
/
糯
勝
蠡
覓
羅
法
誹
難
諍
事
罪
過
諍
事
義
務
諍
事
(
七
)
現
前
毘
尼
ー
憶
念
毘
尼
現
前
毘
尼
i
覓
罪
相
法
現
前
毘
尼
ー
不
痴
毘
尼
現
前
毘
尼
ー
自
言
治
法
現
前
毘
尼
-
草
覆
地
法
現
前
毘
尼
處
分
決
定
は
(
一
)
全
僣
伽
に
依
り
、
(
二
)
同
一
僭
伽
選
出
の
委
員
に
依
り
、
(
三
)他
の
僣
伽
に
屬
す
る
比
丘
か
ら
成
る
審
判
者
團
に
依
り
、
(
四
)僭
伽
の
多
數
投
票
に
依
つ
て
な
さ
れ
る
。
叉
一
つ
の
僭
伽
羯
磨
は
、
換
言
す
れ
ば
一
つ
の
法
廷
は
二
樣
に
は
使
は
れ
な
い
。
譬
へ
ば
あ
る
こ
と
が
滿
場
一
致
で
決
し
な
か
つ
た
場
合
に
爭
論
諍
事
と
し
て
の
手
績
に
移
さ
す
に
、
直
ち
に
多
數
決
に
依
つ
て
決
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
か
乂
る
場
合
は
必
す
そ
の
事
件
の
正
し
い
過
程
を
經
る
べ
き
で
'
C
1
)
ﾟ
員
を
選
ん
で
か
若
し
く
は
六
四
(
二
)
他
佳
處
に
屬
す
る
比
丘
の
審
判
者
に
か
い
つ
れ
か
に
事
件
が
委
託
さ
れ
、
是
等
の
人
々
が
決
定
を
與
へ
れ
ば
檜
伽
は
其
の
拘
束
を
受
け
る
。
若
し
(
一
)
の
委
員
の
場
合
に
決
定
を
見
な
い
時
は
、
委
員
か
ら
事
件
が
僣
伽
に
返
遐
さ
れ
て
多
數
覓
罪
相
法
に
移
さ
れ
る
。
叉
た
(
二
)
の
審
判
員
か
ら
事
件
が
返
遐
さ
れ
た
時
に
は
恐
ら
く
委
員
付
託
に
移
さ
れ
る
の
で
あ
る
i
此
場
合
多
數
覓
罪
相
法
へ
移
す
規
定
が
な
い
か
ら
i
(
八
)
王
舍
城
佳
の
比
丘
が
女
人
に
觸
れ
た
こ
と
が
露
顯
し
て
、
僣
伽
に
告
發
さ
れ
た
事
件
が
あ
つ
た
。
此
れ
は
禁
戒
申
の
僭
殘
法
第
二
條
の
、
摩
觸
女
人
戒
「
若
し
比
丘
に
し
て
、
卑
し
き
心
を
以
つ
て
女
の
體
に
觸
れ
ん
と
し
て
、
若
し
は
手
、
若
し
は
足
、
若
し
は
髪
を
捉
へ
若
し
は
體
の
種
々
な
る
所
に
觸
る
玉
は
僣
殘
罪
な
り
」
を
犯
す
も
の
で
あ
る
。
今
ま
此
の
場
合
を
例
に
取
つ
て
考
へ
て
見
る
に
、
A
な
る
比
丘
が
此
の
こ
と
に
つ
い
て
B
比
丘
に
依
つ
て
告
訴
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
此
れ
は
罪
過
諍
事
で
あ
る
。
僣
伽
は
正
式
に
全
員
出
席
の
僣
伽
羯
磨
を
構
成
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
の
全
員
出
席
の
所
へ
A
を
呼
び
、
全
員
の
前
で
C
比
丘
か
ら
訊
問
さ
る
玉
こ
と
曳
な
る
。
此
の
事
件
ば
僭
殘
罪
で
、
所
謂
重
罪
で
あ
る
か
ら
、
現
前
毘
尼
-
自
言
治
法
の
方
法
で
は
處
理
が
出
來
す
、
C
比
丘
の
訊
問
に
對
す
る
A
比
丘
の
返
答
の
如
何
で
、
種
女
な
る
羯
磨
に
提
出
す
る
白
丈
(
判
決
丈
)
が
出
來
る
。
今
A
比
丘
の
答
へ
方
に
依
つ
て
生
す
る
種
々
の
場
合
を
考
へ
見
る
と
次
の
樣
に
」な
る
。
(
九
)
(
一
)
A
比
丘
が
「
私
が
罪
を
犯
し
た
と
言
は
る
」
時
は
精
神
錯
、
亂
中
で
前
後
は
記
憶
し
て
居
る
が
犯
罪
だ
け
は
記
憶
し
ま
せ
ん
L
と
答
へ
た
と
す
る
。
(
a
)若
し
僣
團
が
是
れ
を
承
認
せ
ば
A
比
丘
は
現
前
毘
尼
～
不
痴
毘
尼
法
の
取
扱
ぴ
を
ば
僭
伽
に
要
求
し
て
潔
白
を
得
る
。
叉
(
b
)僭
團
の
人
汝
が
異
議
を
唱
へ
て
A
比
丘
の
告
白
を
認
め
な
い
場
合
は
A
比
丘
は
除
却
羯
磨
中
の
不
見
罪
の
處
分
を
受
け
、
或
ぴ
は
(
c
)
告
發
者
が
信
用
さ
れ
る
信
女
で
あ
る
場
合
は
(
是
れ
は
僭
殘
罪
の
規
定
に
從
つ
て
)
別
佳
羯
磨
を
宣
告
さ
れ
る
。(
二
)
A
比
丘
が
「
私
は
か
』
る
罪
を
犯
さ
な
い
」
と
固
執
し
た
と
す
る
。
(
a
)
此
め
場
合
A
比
丘
が
信
用
あ
る
比
丘
で
あ
つ
て
此
の
答
へ
に
僣
團
の
人
々
が
異
見
が
な
け
れ
ば
此
の
時
A
比
丘
は
現
前
毘
尼
-
憶
念
毘
尼
の
取
扱
ひ
を
要
求
し
て
潔
白
を
得
る
と
と
に
な
る
。
(
b
)
A
比
丘
の
主
張
が
承
認
さ
れ
ざ
る
場
合
は
(
一
)
の
場
合
原
始
佛
歡
信
伽
の
統
治
法
に
つ
い
て
(佐
藤
)
と
同
樣
の
處
分
を
受
け
る
。
(
三
)
A
比
丘
が
「
私
は
そ
ん
な
こ
と
を
白
歌
出
來
ぬ
」
と
固
執
し
た
場
合
は
(
a
)除
却
羯
磨
中
の
不
見
罪
の
樋
分
を
受
け
る
か
(
b
)
叉
は
直
ち
に
別
佳
羯
磨
の
宣
告
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
(
四
)
A
比
丘
が
直
ち
に
「
犯
し
ま
し
た
」
と
言
へ
ば
、
(
a
)罪
を
隱
し
て
居
た
日
數
の
覆
藏
別
佳
羯
磨
を
受
く
る
か
、
(
b
)
犯
罪
直
後
で
あ
れ
ば
非
覆
藏
羯
磨
を
宣
せ
ら
れ
て
直
ち
に
摩
那
睡
羯
磨
の
宣
言
を
受
け
る
。
(
五
)
若
し
A
比
丘
が
「
犯
し
た
」
と
言
ぴ
「
犯
さ
な
い
」
と
言
ふ
樣
に
白
状
が
前
後
不
一
致
で
あ
れ
ば
覓
罪
相
法
の
取
扱
を
受
け
て
告
白
不
一
致
の
罪
を
逍
及
さ
れ
、
告
白
し
て
後
に
、
告
白
に
從
つ
て
處
罰
さ
る
玉
こ
と
き
な
る
σ
(
六
)
A
比
丘
が
コ
私
は
そ
ん
な
僭
殘
罪
は
犯
さ
な
い
。
唯
だ
女
と
屏
處
に
坐
し
て
居
た
(波
逸
提
罪
)
だ
け
で
あ
る
L
と
言
つ
た
場
合
は
(
a
,)告
發
者
が
篤
信
の
女
で
あ
れ
ば
告
發
者
の
言
を
正
し
と
す
る
。
(
b
)告
發
者
が
居
な
い
か
。
又
は
A
比
丘
が
信
用
す
べ
き
者
な
れ
ば
波
逸
提
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
此
れ
は
輕
罪
で
あ
る
か
ら
自
言
治
の
取
扱
ひ
に
な
る
。
上
來
の
A
の
告
白
に
依
つ
て
異
る
種
々
相
を
考
へ
、
律
藏
に
於
い
て
は
規
則
制
定
の
動
因
と
な
る
時
の
犯
罪
者
は
あ
つ
て
も
、
規
六
五
則
制
定
後
そ
れ
を
遖
用
さ
れ
犯
罪
者
を
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
の
出
來
な
い
事
實
と
を
合
せ
て
見
る
に
「
私
は
錯
亂
中
で
覺
え
な
い
」
と
言
ふ
白
歌
の
仕
方
も
大
い
に
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
は
れ
る
。
い
つ
れ
に
し
て
も
A
が
事
實
犯
罪
者
で
あ
る
と
し
て
而
し
て
罪
を
冤
れ
る
唯
一
の
方
法
は
「錯
亂
不
覺
」
で
あ
る
。
(
十
)
宣
告
の
中
で
罰
稲罪
で
な
い
も
の
に
復
權
の
羯
磨
が
あ
る
o
此
れ
は
服
罪
し
て
罰
役
を
つ
と
め
上
げ
た
も
の
に
、
出
罪
を
許
す
の
で
二
十
入
以
上
の
・繪
伽
員
出
席
可
能
の
僭
伽
羯
磨
で
、
白
四
羯
磨
で
執
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
懲
罪
的
な
罰
罪
宣
告
は
大
體
八
種
で
あ
る
。
元
來
律
藏
規
定
の
禁
律
中
で
の
重
罪
は
婬
、
盜
、
人
殺
、
大
妄
語
(
法
を
覺
ら
す
し
て
覺
り
た
と
言
ふ
竜
の
)
で
あ
る
が
、
と
れ
は
犯
す
と
同
時
に
教
團
放
逐
で
あ
つ
て
、
此
れ
に
對
し
て
審
判
し
た
事
實
は
律
藏
中
に
は
出
て
來
な
い
。
罪
科
を
決
定
し
て
罰
刑
の
宣
告
す
る
僣
伽
羯
磨
は
大
體
左
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
も
ヘ
ヘ
へ
(
一
)別
佳
羯
磨
こ
の
宣
告
を
受
け
た
も
の
は
教
團
と
別
佳
し
て
謹
愼
せ
し
め
ら
れ
る
。
此
れ
に
四
種
あ
る
。
(
a
)覆
藏
羯
磨
(
罪
を
犯
し
て
穩
し
で
居
た
期
間
だ
け
別
佳
六
六
さ
す
)
(
b
)非
覆
藏
羯
磨
(
罪
を
犯
す
と
同
時
に
告
白
せ
る
も
の
に
は
直
ち
に
次
の
摩
那
捶
に
移
す
こ
と
に
す
る
)
(
c
)
根
本
除
却
別
佳
羯
磨
(
本
罪
未
決
の
ま
玉
別
佳
し
て
留
置
す
る
)
(
d
)
延
長
羯
磨
(
別
住
中
に
餘
罪
を
犯
し
、
又
は
發
見
さ
れ
た
も
の
に
別
佳
の
延
長
を
決
す
)
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ロ
へ
(
二
)摩
那
捶
羯
磨
こ
れ
は
別
佳
と
同
樣
の
體
刑
を
與
へ
る
の
で
あ
る
が
。
別
佳
を
終
へ
た
も
の
に
六
夜
の
後
復
權
の
羯
磨
行
を
ふ
と
と
を
言
渡
す
。
ヘ
ヘ
ヘ
へ
(
三
)
呵
責
羯
磨
こ
の
宣
告
を
受
け
た
も
の
は
、
授
戒
、
{畜
弟
冖
子
、
教
授
比
丘
尼
、
読
戒
、
羯
磨
、
受
供
養
等
三
十
五
種
の
言
は
讐
團
員
と
し
て
の
公
權
停
止
を
さ
れ
る
。
ヘ
ヘ
ヘ
へ
(
四
)
依
止
羯
磨
乙
の
宣
告
を
さ
れ
た
も
の
は
指
定
さ
れ
た
人
に
依
止
し
・て
そ
の
監
督
の
下
に
居
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
無
論
公
權
停
止
組
で
あ
る
。
も
ヘ
ヘ
へ
(
五
)擯
出
羯
磨
こ
の
宣
告
を
受
た
も
の
は
布
薩
読
戒
を
除
い
て
余
の
一
切
の
公
權
は
停
止
で
あ
る
9
も
ヘ
ヘ
ヘ
へ
(
六
)
遮
至
白
衣
家
こ
れ
は
在
家
人
に
樹
し
て
僣
侶
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
こ
と
を
し
た
も
の
に
在
家
に
行
く
事
を
禁
止
す
る
宣
告
で
あ
る
。
こ
の
宣
告
を
受
け
た
も
の
は
世
間
不
見
不
聞
の
處
に
懴
悔
し
て
佳
す
る
の
で
教
團
の
入
が
在
家
入
の
所
に
詫
び
に
行
き
在
家
入
が
こ
れ
を
許
し
、
つ
い
で
旨
ら
も
後
見
人
に
拌
は
れ
て
在
家
入
に
詑
び
許
さ
る
玉
迄
こ
れ
が
つ
璽
く
ヘ
ヘ
ヘ
へ
(
七
)
除
却
羯
磨
こ
れ
に
(
a
)
不
見
罪
(
b
)不
懴
悔
(
c
)不
捨
邪
見
の
一二
種
が
あ
つ
で
い
つ
れ
も
そ
の
誤
り
を
認
む
る
迄
團
員
と
し
て
の
公
構
の
停
止
を
受
く
6
も
ヘ
ヘ
へ
(
八
)宣
告
羯
磨
此
れ
は
特
例
を
な
す
も
の
で
、
律
藏
で
は
唯
一
回
、
提
婆
逹
多
が
僣
伽
に
反
逆
を
な
し
て
、
然
も
僭
伽
員
と
し
て
居
た
の
に
對
し
て
行
は
れ
て
居
r(a
(C
u
llav
agg
a
,
V
II,
3,
2
.)
°
此
れ
は
僭
伽
が
宣
言
を
發
し
て
、
宣
言
せ
ら
れ
た
も
の
玉
言
動
に
對
す
る
}
切
の
責
任
を
拒
否
す
る
の
で
あ
る
。あ
へ
も
コ
(
九
)
梵
壇
法
是
れ
は
唯
だ
一
度
だ
け
あ
つ
た
と
せ
ら
る
曳
だ
け
で
、
大
般
渥
槃
經
9
Za
h
　.p
arin
ib
げ
�
n
a
su
ttan
ta,
V
I,
も
)
に
記
さ
る
玉
も
の
で
あ
る
。
闡
怒
比
丘
と
言
は
る
一
郡
に
佛
陀
か
ら
課
せ
ら
れ
た
罰
罪
で
あ
つ
て
僣
伽
羯
磨
に
依
る
も
の
で
は
な
い
。
(
羯
磨
類
別
表
)
(
一
》懲
罰
的
羯
磨
原
始
佛
歡
僭
伽
の
統
治
法
に
つ
い
て
(佐
藤
)
(
A
)
別
佳
羯
磨
(
℃
9
匡
鼠
鴇
)
(
&
)
非
覆
藏
別
佳
(A
p
a
tich
a
n
n
a
)
(
b
)
覆
藏
別
佳
(男
銭
。冨
暮
O
(
c
)
根
本
:却
別
佳
(M
u
l�
y
a
p
a
tik
as
sa
n
�
}
(d
)
延
長
別
住
(審
言
。
魯
劉
舜
)
(
B
)
摩
那
捶
(
1Vl
�
n
a
tt
a
)
(
C
)
呵
　
(
T
a
jja
n
iy
a
)
(
D
)
依
止
(
N
is
sa
y
a
)
(
E
)
擯
出
(
P
a
b
b
�
ja
n
iy
a
)
ハ
F
)
遮
至
-n
l
衣
家
(
P
a
tis�
r
a
n
iy
a
)
(
G
)
除
卸
(
I
Tk
k
h
e
p
a
n
iy
a
)
,
q
穿
冨
冨
三
愚
(
a
)
不
見
罪
(
A
p
a
ttiy
�
ad
a
ssa
n
e}
(
b
)
不
繊
悔
(
A
p
a
ttiy
�
a
p
p
a
tik
a
m
m
e)
(
c
)
不
捨
邪
見
(P
�
p
ik
�y
a
d
itth
iy
a
a
p
p
a
tin
issa
ggQ
。)
(
H
)
顯
現
(
娼
欝
倒
s
a
n
iy
a
)
(
1
)
梵
壇
(
]W
ra
h
m
a
d
a
n
d
a
)
(
二
)
非
懲
罰
的
羯
磨
(
　
)
　
　
(
U
p
a
sa
m
g
a
d
�
)
(
B
)
布
薩
(
d
U
O
芻
葺
斜
)
(
　
)
結
界
(
ω
Hヨ
9
)
六
七
六
八
(
D
)
自
恣
(
P
a
v
�
r
a
n
a
)
(
E
)
加
稀
那
(
国
磐
け
三
鬘
)
(
F
)
任
命
(
G
)
開
堂
式
(
H
)
相
績
決
定
(
1
)
;
權
(
A
b
b
h
�
n
a
)
其
他
(
三
)
特
種
的
羯
磨
(
A
)
覓
罪
相
法
(
6
霧
ω⇔
-
》
叫
嘗
遷
霧
貯
鋤
)
(
B
)
草
覆
地
法
(
T
in
a
-
V
itth
�
r
a
k
a
)
(
十
[
)
佛
教
僭
伽
は
初
め
は
政
治
的
結
合
な
き
出
家
者
の
集
團
で
あ
つ
た
と
考
へ
ら
る
玉
が
、
佛
滅
百
年
后
に
は
銑
に
、
諸
地
方
の
僭
伽
佳
處
に
結
成
さ
れ
た
る
共
和
的
統
治
の
僣
伽
と
な
り
、
團
體
外
と
は
政
治
的
法
律
關
係
を
結
び
、
自
ら
は
行
政
立
法
を
行
ぴ
、
團
員
に
は
司
法
能
力
を
行
ぴ
得
る
も
の
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
佛
教
外
の
法
典
(D
h
arm
as�
stra)
か
ら
し
て
、
此
の
佛
教
の
統
治
法
が
慣
用
法
と
し
て
行
は
れ
た
こ
と
は
確
め
ら
れ
る
。
カ
ウ
テ
ィ
リ
ヤ
(K
au
tily
a
)
の
義
論
(A
rth
as�
stra
)
は
諸
慣
用
法
(
Q
9ヨ
簿
嵩
)
に
違
犯
す
る
も
の
を
罰
す
る
義
務
を
ば
、
君
主
の
義
務
と
す
る
が
、
此
の
中
に
僭
伽
が
數
へ
ら
れ
、
叉
マ
ヌ
法
典
(m
a
n
u
)
に
も
僣
伽
を
語
り
、
竃
①創
プ
豊
け三
の
解
読
に
依
れ
ば
「
僣
伽
と
は
同
一
信
仰
、
各
地
、
各
階
級
人
の
集
合
で
、
例
へ
ば
比
丘
の
僭
伽
、
商
人
の
倍
伽
、
映
陀
學
者
の
僭
伽
で
あ
る
」
と
す
る
。
此
の
「
比
丘
の
僭
伽
」
と
は
佛
教
僭
伽
の
こ
と
で
あ
る
。
律
藏
大
品
(
m
ah
�
vag
g
a,
V
I,
3
9.)
に
、
僭
伽
の
種
・子
を
他
人
の
土
地
に
種
え
た
場
合
に
は
一
分
を
他
人
に
與
へ
た
后
に
僣
伽
が
牧
獲
し
、
他
人
が
僭
伽
の
土
地
に
種
子
を
種
え
た
時
も
一
分
を
他
人
に
興
え
て
收
獲
す
べ
き
規
定
が
あ
る
。
此
の
規
定
は
、
僣
伽
の
規
定
が
僭
伽
外
に
も
承
認
さ
る
玉
一
般
法
と
し
て
法
律
的
效
力
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
今
一
つ
の
僭
伽
法
の
重
要
な
觀
點
は
、
僭
伽
が
僭
伽
員
に
興
へ
た
司
法
處
分
を
、
國
家
の
執
行
官
吏
が
國
家
の
權
威
で
實
行
し
て
呉
れ
る
場
合
で
あ
る
。
例
へ
ば
僭
伽
羯
磨
で
逍
放
處
分
を
な
し
た
場
合
に
、
遠
隔
地
の
比
丘
が
此
れ
に
反
抗
し
て
も
、
國
家
的
橇
力
で
そ
の
效
果
を
裏
付
け
て
呉
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
